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背負式動力噴霧機

型式： EP-315ARH
EP-320ARH 

取扱説明書
このだぴは本製品をお買い求めい定芝き、まこと巴ありがとうございま
す。この取扱説明書巴は安全巴使用していただくだめの要点を記してあ
りますので、ご使用前lこ必ずよくあ読みiこなり正しくご使用ください。
お読みiこなった後はいつでも読める場所！こ保管してください。
まだ、本書を汚損しだり紛失した5場合は、お買い求めの販売店巴ご注文
い定だき、大切巴保管してください。

本書に記蹴し疋企の表示のある注意穆項や、機械に賠られた＆の表示のあるラベルId、
人身事政等の危険が考えられる露要な項目です。よくお読みになり必ずお守りください。

なお＆の表示のあるラベルが汚損したり、はがれた場合は、お買い求めの販売店にご注

文いただき必ず所定の位置にお貼りください。

本書に記蛾した〈むの表示のある溜事項や、機械に貼5れ疋〈むの表示のあるラベルで
は特に重要と考えられる取り扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表

示しています。

＆ 危険その筈告文に従わなかっ定場合、死亡または重傷を負うことになります。

企 筈告その警告文に従わなかった場合、死亡ま疋は重傷を負う危険性があります。

企 注意…その嘗告文に従わなかっ走場合、 けがを負う恐れがあります。

また、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、本書に直言Dの
表示を用いています。
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（《 安全のために必ずお守りください 》〉

・・S~11~憲幸司・・

＼ 

／ 

・火災の恐れがありますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。 ＼ 

・燃料はエンジンを止めた状態で補給してください。
－燃料補給時は火気に充分注意してください。
－高温部に燃料がかからないように補給してください。
－燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでく定さい。

>. I －燃料がこぼれだらきれいに151き取ってください。
／［孟 ｜ ・燃料補給後、燃料キャッブは確実に閉めてください。
険 ｜・側、薬液を充填後、本機を傾けると燃料、薬液がちれる恐れがあります。本
I 機は、必要以上に傾けたり、落下させないでください。
・燃料、薬液を充填後、定置使用する場合や自動車などで運搬する場合は、燃料、
薬液がちれる可能性がありますので必ず本機が倒れたり、傾かないように固定
してください。

〈色

－次に該当する方は、この製品在使用しないでください。
－酒気をおび定者
・過労、病気、薬物（農薬を含む）の影響その他の理由により、正常な防防作
業ができない者
－妊娠中の者
・満15歳未満の者
－負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

車 ｜・作業前に燃料老れがないこと、接続部のパッキンに脱落が泣いこと、各ネジ部
息、 ｜にゆるみがないこと、ホースに亀裂、摩耗、破損の怠いこと等各部に異常がな
いことを確認してください。
－安全性を損なう恐れがありますので、改造しないでください。
－この製品を他人に貸与または譲渡する場合は必ず取扱説明書を添付し、よく読
んでから使用するように指導してください。
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・防除、隠草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでくださいご
・謁合が適切でない譲液陪、作物を傷めるだけでなく人体にち有害になる恐れが
あります。譲液の調合の際ほ、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈し
てか5使用してください。
・農薬はJ必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食畠や食器とは一緒に保

~ I 管しないでください。
J巴 ｜・誤使用、誤飲の危険がありますので、農薬は絶対に別の容器に移し替えないで
食｜ください。
い農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い袈晶メー力の指示に従って、そ
の都度正しく処分してください。空容器を洗った水は薬害のない万法で処理し
てください。
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・・四罷蓮司・・
－農薬の破入や付着による事政を防ぐ定め、
帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、 保護
長抽の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用保寝マスク
し、皮織が露出せず危険のない服装で作業 J合＼
を行ってください。 議録告さ

危 ｜・運転中および停止直後のエンジン（マフラ場欝鈴
｜等）は高温に沿っています。やけどをする 同 ，ff>r::sj 

険 ｜恐れがありますので不用意に触れないでく
I ださい。

・ハウス内での使用は人体に悪影留を及｜ます
恐れがありますので、よく換気をしてくだ
さい。

銭絹子

長舗の保II衣

どむ

※安全の定めの服装

・薬液が水道、沼川、水源地、池、沼、下水等を汚染しないように、ま走、人体
育b散布対象物以外のちのにかからないよう風や周囲の状況に充分注意して作業

且 を行ってください。
1’！ 卜作業中、作業後にめまいや頭痛を生じまたは気分が少しでち悪くなった時は、
」μ ｜直ちに医師の診察を受けてください。
＋ ｜・作業中に噴口部を清掃ま走陪受換する場合は、顔面などに薬液がかかる恐れが
，ι ｜ ありますので、レバーコックを閉じて、エンジンを停止してから行ってくださ
苦手 ｜ い。
也、 2・7f¥ース類はエンジン高温部（マフラ等）に触れないで、無理な曲げ、よじれ、
折れ引っ張りが怠いよう注意して作業を行ってください。

• 7f¥ーヌは40℃以下の温度条件で使用してください。 40℃以上になりますと耐圧
性能が低下します。

•~11~審議；，~~若草・
／ 

・前回使用した薬液が薬液タンク、ホース、ノズルパイプ、瞭口等の内部に残よ
ていると薬害を起こす危険性があります。特に除草剤散布に使用した後、 一般
防除作業に使用する場合は、残っている薬液を充分に洗い流してください。
－余った薬液及び機械の洗浄水は、水道、沼川｜、水源池、池、沼、下水等に流入
して彼害を及ぼさないよう、薬害のない方法で処理してください。

・1 E・エンジンを止めてそ5ポンプ～7l¥ーヌに圧力が残っていることがあります。この
J主 ｜状態で接続部を取り外すと薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部在外す
意｜前に周囲の状況を確紹し、レバーコックを聞いてポンプ～ホース内の圧力を披
I いてください。
・作業後let手足はちちろん、全身を石鹸でよく洗うととちに自の水洗いとうがい
をしてください。また作業期間中は衣服を毎日取り替えてください。 I 

－使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当た5ず風通しの良い、手供の手の届｜
か怠い場所に保管してください。

ど色
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口口 覧》〉〈《相包部

最初に梱包部品が全部そろってい

るかどうか、輸送中の事故で破損

している部晶がないかを確認して

ください。ちし、欠晶まだは破損

などありましたら、製品名、型式

製造番号と共にお買い求めの販売

店にお知5せください。
保証書はお客様が保証修理を受け

られる際に必要となるちのです。

お読みに怠った後ほ大切に保管し

てください。

きB 晶 数量

プラグレンチ

プラスドライバ

スパナ

樹脂広角縦型2頭口WP-2D-3 G1/4 、
スーパー25動力用ノズルチップ 2 

レバーコックしC-20 

ノズルパイプ

吐出ホース

本体部一式

取扱説明書（本書）

保証書（本書記載）

様 》 〉

型 式 EP-315ARI寸 EP-320A舟4
本 機 寸 法 H565×W390×L370斤m H590×W400×L370mm 
質 量 6.8kg 7. 1 kg 

薬液タンク容量 1 5 i 202 

ポ 形 式 力スケード式7lマンブ

ン
阪 水 量 1～9 i /min 
最高圧力 1 .2MPa 

プ ポンプ吸水量 2 i /min(0.8ルPa時）

工
燃料タンク容量 0.6 i 
使用燃料 混合ガソリン（混合比20～25:1) 
エンジン型式 ロビン EC025GA2 （ハッピースタート）

ン エンジン排気量 2 4.5cc 

連続定格出力 0. 5 5 kW /6000rprn 

ジ 最高出力 0 . 9 kW /7000rpm 

点火方式 無接点式マグネット点火

ン スパークブフグ NGK BM7A相当

始動方式 蓄力式リコイルスタータ

※C&良のため予告なく仕犠を変更することがあります。

③
 



（《各部の名称とラベル貼付位置》 〉

; 

〈も髄・湖ラベル
ciime92002sso 

ノズルパイプ

ザ~ 包ニョ 'I--
一樹脂広角2頭口 プラグレンチ レバーコック

以p・20-3
・・・＝

~ i プラスドライパ
スーj¥-25動力用 ~ーす

ノズルチップ ヌパナ

〈も警 告
· ••・，．引やlf•Cよる・..帥（I:.・。． ・子.1・
..・..・マスタ.＂＂’圃.Al・骨．．． 食.I‘ 
;(Illン．ゴ.A.A・e・e・..1-.. o<•llSぜず..の4
い星置で作’HR，て亨奮い．
・ハタス向で11~ず．’‘.円い怠A't.ltaL，で下gい．

〈ち注 意
－ご使用の”にeず...・e・•.1:01a;i.下さい．
· •周，••.Cl”の・・阻使用で・a・eん．
· •・のa・m・•.l:<JI・，，に.CU. IEしい・・R・・・
で使用してT~H"
・作2・ti.A・・・R・”・・・坦件。、のに：l)ol)ot.ll
い.i::>a・m・の線車に寛鈴量宜しで下さい．

·U •. I・＃1:·少しで’b興需が4,1:.11•隠•t.1:
it•••itし園”の・，..量げてTl!い．
＼ 

一－

－どもの表示のラベルが汚損したり、はがれ定場合はお買い求めの販売店にラベル名と
品番を注文し新しいラベルに賠り替えてください。
－新しいラベJレを鮎る場合は、汚れをふき取り、乾い疋面にして、ちとの位置に貼っ
てください。

－＠－ 

（《運転を始めるまえに》）
①部品の取り付け
1 ）本機に付属の吐出7f¥ース、レバーコック、ノズルパイプ、晴口の順にしっかりと

組み付けてください。

2）本機には標準頃口として、樹脂広角縦型2顕口WP-2D-3が付属しています。他の

噴口を使用する場合は、次の性能を持つ唄口をお選びください。

※圧力：0.臥tPa時に約1.8～2.5P/minの範囲で吐出する噴口。

（踊口によっては性能を保Eできないちのちあります。）
3）付属のスーパー25動力用ノズルチップ（ラウンドアップd専用慣口）を使用する場
合は、樹脂広角縦型2頭口WP-2D-3の唄板とスーパー25動力用ノズルチップを組

み替えてください。（ラウンドアップ．は米国モンサント社の登録商標です。）

4）組み替え方法は樹脂広角縦型2頭口WP-2D-3の踊板とスーパー25動力用ノズルチ

ツブの突起を損口本体の溝に合わぜキャッブを手でしめ付けます。キャッブは共

通です。

WP-2D-3憤板 ノズルチップ

座通1・作業前に燃料ちれがないこと、嬢続部のパツキンに脱落がないこと、各ネジ
部にゆるみがないこと、 7l¥ースに亀裂、摩耗、磁損のないこと等各部に異常
がないことを確認してください。

②レバーコックの取り扱い
1)レバーを浅く握ると吐出し、離すとストップ

となり断続噴霧ができます。

2）レバーを“カチッ”と音がするまで深く握る
と連続噴霧になります。

連続憤甥の状態からロックハンドルとレバー

を同時に握り、はなすとストップの状態にな

ります。

⑤
 



③薬液の調合、充境

1)薬液タンク容量let15 .e (20 .e ）です。薬液タンク側面に5、10、15、（20).eの目盛
りが付いていますので充填、混合の目安にしてください。
2）農薬｜草他の容器で調合してください。やむをえず薬液タンク内で調合する場合は
必ず最初に氷を所要量の半分ほど入れてから農薬を入れ、残りの水を入れて希釈
してください。

~I ・ 薬液あるいは清水を薬液タンクに入れる時国、必ず付属のストレーナを通し
て入れてください。薬液タンク内の薬液、清水に異物やゴミ等が混じると、
故障の原因におります。

医至ill・薬液を薬液タンクに充填後、薬液タンクキャップl孟確実にしめてください。
・防除、隠箪用の農園芸用薬品の敵布、散水用途以外には使用しないでくださ

・調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく人体にち有害になる恐れ
があります。薬液の調合の際l立、農薬の使用よの注意をよく読み、正しく希
釈してか5使用してください。
－薬液を入れる前に、必ずエンジンは僚止させ、レバーコックは必ず閉じた状
態にしてか5薬液を入れてください。

④燃料の充填

圃卜燃料法必ず澗滑油混合ガソリンを慨してくださ比
－混合出は、自動車用無鉛ガソリン25に対して、 2ザイクルエンジン専用オイ
ル1の割合で混合してください。エンジンの性能を充分に引き出すため、使
い初めの20時間前後letオイルを多めに入れて（ガソリン：オイル＝20:1) 
慣らし運転を行ってください。
・燃料の混合は本体の燃料タンクで行わず、必ず別容器を用いてください。
－保管期間の過ぎた燃料は使用しないでください。燃料専用容器で日陰の風通
しのよい場所に保管した場合で4週間以内に使いきってください。

ぐ《運

高速回転

転》〉

スパークプラグ

チヨークレ）＼－

低速回転

スロットルレ）＼－

リコイルスタータ

プライマポンプ

①始動
1)プライマポンプを7～10回繰り返し押して燃料を供給します。
2）ヌロットルレバーを高速と低速の中間程度に合わぜます。
3）チョークレバーを f閉』の位置にします。
4）本機が倒れないようにエンジンを手で押さえ、リコイルスタータを2～3度軽く
ヨ｜つ張り、混合気をシリンダに股い込ませます。改めてリコイルスタータを引っ
張るとエンジンは始動します。
※）蓄力式リコイルの為、勢いよく引っ張る必要はありません。
5）エンジン力苛始動したら、低速回転で1～2分間暖気運転を行ってください。この
とき様予を見なが5チョークレバーを綿々に開いて行きます。暖気運転が終3し
たら、チョークレバーが『全開』になっている事を確翻します。

！重要lトポンプの空運転防止の定め、エンジンを始動してか5レバーコνクを開いて、
ポンプが完全に眼水している事（甥が出る事3を確関してか5レバーコック
を閉じて暖気運転を行ってください。
・寒い時や、エンジンが冷えている時にはチョークレバーを『全閉』にして始
動します。
・暖かい時や、運転停止直後に再始動するときはチョークレバーを『半開』、
ま疋は『全開』にして始動します。
・スタータのロープは、 一杯にヨ｜きき5怠いでください。
・引いたロープは手離さないで、静かにちとに戻してください。

区週｜・火災の恐れがありますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
－燃料はエンジンを止めた状態で補給してください。
－燃料補給時Id:火気に充分注意してください。
－高温部に燃料がかからないように補給してください。
・燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでください。
．燃料がこぼれ走らきれいにふき取ってください。
・燃料補給後、燃料キャッブは確実に閉めてください。
・燃料、薬液を充填後、本機を傾けると燃料、薬液がちれる恐れがあります。
本機は必要以ょに傾けたり、落下させないでください。
・燃料、薬液を充填後、定量使用する場合や自動車怠どで運搬する場合は、燃
料、薬液がちれる可能性がありますので必ず本機が倒れたり、傾かないよう
に固定してください。
・衣服に燃料がかかっ定時は、衣服を着替えてください。

座通｜・防織作業以外の時｜ま液漏れや、突然の噴霧防止のだめレバーコックは必ず閉
じだ状態にしてください。始動前に必ず確認してくFさいa

②散布作業
1 ）薬液タンクキャッブが確実にしまっていることを確厨します。
2）始動しだ本機を背負い、スロットルレバーを高速回転側に回します。
3）レバーコックを開いて散布作業に入ります。

~ ・散布に必要な最低限の工ンジン田監数で作業を行ってください。不必要にエ
ンジン回転数を上げるとポンプ、エンジンの故障原因になります。
・作業中に踊霧を一時停止させる時居、レバーコックを閉じ、スロットルレバ
ーを低速回転側に戻してください。燃料の節約、エンジン、 7f(ンブの耐久性
向上に役立ちます。
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画面｜・麟の収入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴ
ム手袋、長補の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出世ず危険

のない服装で作業を行ってください。
・運転中および停止直後のエンジン（マフラ等）は高温になっています。やけ
どをする恐れがありますので不用意に触れないでください。
－ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、よく換気を

してください。

盛週｜ ・作業中に鴎口部を清掃または受換する場合は、顔面などに薬液がかかる恐れ
がありますので、レバーコックを閉じ、エンジンを停止してか5行ってくだ
さい。

③停止

・薬液力勺jく道、河川、水源地、池、沼、下水等を活染しないように、ま定、人
体や散布対象物以外のちのにかか5ないよう風や周囲の状況に充分注意して
作業を行ってください。
・作業中、作業後にめまいや頭痛を生じ、ま定は気分か少しで古悪くなった時
は直ちに医師の診察を受けてください。

• 71¥ース類はエンジン高温部（マフラ等）に触れないで、無理な曲げ、よじれ、
折れ、弓｜つ張りがないよう注意して作業を行ってください。
・ホースの温度l;l40℃以下で使用してください。 40℃以上になりますと耐圧性
能が低下します。

1 ）レバーコックを閉じます。
2）スロットルレバーを低速回転側に戻します。
3）エンジンストップボタンを押してエンジンを止めます。

l重要lI・使用中に薬液がなくなつだときは、速やかにス口ツトルレバーを低速回転側
に戻しエンジンを停止してください。
－ポンプの空運転は故障の原因になります。作業中、整備点検中を問わずに、

30秒以上は行わないでください。

④使用後のお手入れと保管
1 ）ドレンキャッブを外し、薬液タンク内の残液を排出します。
2）薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して噴口より吐出させ、 if¥ンブ、ホー
ス及びノズルパイプ内部を洗浄します。清水が吐出しなくなったら速やかにエン
ジンを停止させます。
3）燃料タンクの燃料を抜いてください。燃料タンクを空にした後、プライマポンプ
を数回押してキャブレタ内の燃料を強いてください。

座通卜前回使用した薬液が薬液タンク、ホース、ノズルパイプ、噴口等の内部に残
っていると薬害を起こす危険性があります。特に除草剤散布に使用した後、

一般防除作業に使用する場合は、残っている薬液を充分に洗い流してくださ
し1。
・余つだ薬液及び機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、沼、下水等に流
入して被害を及ぼさないよう、薬害のない万法で処分してください。
・使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当た5ず風通しの良い、子供の手の
届かない場所に保管してください。
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（《整備と長期保管》〉

＊日常的なお手入れは《運転》の＠使用後のお手入れと保管をご覧ください。
整備に関してのご不明な点ほお買い求めの販売店にご相政ください。

①整備
1)工アクリーナ
エアクリーナ内のスポンジが汚れ
ていると吸気が不安定となり、工
ンジンの性能が充分に発揮されま
せん。時々エアクリーナを外しス
ポンジをガソリンまたは洗油で洗
浄し、回＜絞ってか5取り付けて
ください。

2）スパークプラグ
50時間の運転を目安にスパークプラグの点検清掃を
行ってください。ワイヤブラシ等でカーボン堆積物
を除去し、電極間隔を0.6～0.7mmに調整します。著
しい汚れ、欠損がある場合はスパークプラグを新晶

に受換してください。
指定スパークプラグ国NGKBM7A右しくは相当晶で
す。

3）配管、その他

ガスケット

エアクリーナ

医亙ロヲク、ホース、接続部分にヒピ、割れ、漏れがないか確認します。異常が
ある場合は速やかに受換してください。

4）フリーザ
薬液タンクキャッブ裏側にあるブリーザ穴が詰まる
と、散布時に薬液タンクがへこみ破損する恐れがあ
ります。時々外してブリーザ内のブリーザ弁及び通
気穴を清掃してください。
組み立ての際はフリーザ弁の向きに注意してくださ
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5）蝿梓ニップル
吐出口の蝿祥二ップルはポンプ運転中に、ポンプからの薬液の踊出により、常時薬液
タンク内部を捜伴するためのニッフルです。ちし損持が行われない時は、揖伴二ッブ
ルの内径溝が詰まっている事が壱え5れます。薬液を披い左上、捜梓ニッブルナット
を外し捜枠二ッブルを取り出して清掃してください。

薬液タンク内部ヘ戻る

揚祥二ッブル

蝿枠二ッブルナット

吐出ホースにて噴霧

機伴ニップル溝

ステン球5/16φ7.94

パッキンPVC11.5×8×1.5
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②長期保管
長期間（約即日以上）に渡って本機を使用しないときは、次の事項を実施してください。

~ I ・ 薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して、ポンプ開ースを洗浄して
ください。
・冬期間の凍結防止のだめ薬液タンク、ホース内の水を抜き、更にmンブ股氷
側のドレンプラゲを外し、ポンプ内の氷を抜いてください。
・燃料タンクの燃料を抜いてください。燃料タンクを空にしだ後、プライマポ
ンプを数回押してキャブレタ内の燃料壱抜いてください。
・スパークプラグを外し、スパークプラグ孔か52～3滴のエンジンオイルを
シリンダに流し込みます。リコイルスタータを数回引いて、オイルをシリン
ダ内に行き渡5せた後、ピヌトンを最上点で止めスパークプラグを付けます4
・プラスチック部品は直射日光に長期間さ5されると、著しく強度が低下する
事があります。また、注意表示ラベルち変色しだり、はげやすくなったりし
ますので保管には充分注意してください。

医至言自卜本体、エンジン、ポンプの外部を洗浄し、充分に乾燥させてから力パ一等を
掛け屋内の直射日光が当たらず風通しの良い、子供の手の届かない場所に保
管してください。
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（《故障と対策》〉

①ポンプに関する不具合はお買い求めの販売店にご相談ください。

②エンジン始動不能、または始動困難

現 a長 原 思 対 策

キャブレタま
燃料タンクにガソリンがない 給油する

ブライマポンプの未操作 プライマポンプを錬作する
でガソリンが

燃料チューブ、フィルタの飴まり 清掃、曲がりを矯正する
来ていない

燃料タンクキャッブの通気穴のおまり 渚摘する

スパークプラグの不良 新品と~換する

スパークプラ
スパークプラグが活れている ワイヤブラシ等で湾｝掃する

スパークプフグの電極間隔が不適 0.6～0.7mmlこ調整する
グに火花が飛

スパークプラグキャップ不良、またはス 新晶と交換する
ぱない

パークプラグコード断線

点火装置不良 ※ 

爆発の兆候が チョークの聞きすぎ チヨークを閉じて始動する

ない キャブレタの詰まり、または調整不良 ※ 

スパークプラ チョークの閉じすぎ スパークプラグを乾燥させ、チヨー

グが濡れてい ク全閣で湾始動する

る

キャブレタオーバフロー ※ 

その他 マフフの詰まり 濁錦、または~換をずる

燃料、オイルの不適切 規定の燃料、オイル在使用する

③エンジンの回転不調、または出力不足

現 象 原 因 対 策

燃料不適切 正規の燃料を使用する

冷却不足 冷却風通路、シソンダフィンを清掃

する

エンジンが異

常に加黙する スパークプラグ不良 清掃、電僅間隔の調態、受換をする

正規の熱価のスパークプラグを使用

する

燃焼室にカーボンが縫積している ※ 

スパークブラ スパークプラグ不良 清婦、電樋間関調整、受換をする

グに飛13i火花 正規の鍛価のスパークプラグを使用

が弱い する

吸、排気系の
エアクソーナが汚れている 清掃する

キャブレタのEきまり、調盤不良 ※ 
不具合

マフラの詰まり ※ 
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④エンジン運転中停止する

現 象 原 函 立す 策

運転中、急停 ピストンの焼き付き ※ 

．止する スパークプラグの短絡 スパークプラグを清婦、電樋問閣の

調豊富をする

エが次、ンや第ジン回停駈が
燃料切れ、ま疋は不足 燃料を給油する

止り、するにが下て
キャブレタの艶まり、調整不良 ※ 

燃料内異物混入 新しい燃料と~換する

エンジン匝重量 燃料切れ、または不足 燃料を給油する

が急激によか

り停止する

⑤エンジン停止が困難

1見 象 原 因 対 策

エンジンスト エンジンストップボタンのアース不良 配線の点検、受換をする

ッブ~タンを スパークプラグ先端部の赤熱 j湾婦、電極間隔の調整、受換をする

押してち工ン 正規の熱価のスパークプラグを使用

ジンが停止し する

ない ディーゼリング ※ 

※印の不具合対策に関してはお良い求めの販売店にご相政ください。
その他、不明な点は販売店にご相談ください。
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